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分野 景気の現状判断 業種・職種 判断の理由 追加説明及び具体的状況の説明

良く
なっている

住宅販売会社
（従業員）

販売量の動き ・受注高は前月比倍増と大幅な伸びを示し、直近の３
か月も前月比プラスで好調に推移している。なお、９
月末までの当該状況については、現行の消費税率が適
用される請負工事契約の締結時期に伴う軽減措置が大
きな要因といえる。

やや良く
なっている

一般小売店［精
肉］（店長）

販売量の動き ・来客数のみではなく、外注も増えているように感じ
ている。

一般小売店［事
務用品］（店
員）

お客様の様子 ・客からの相談案件が徐々に増加しており、販売見込
みも増えている。

スーパー（総務
担当）

販売量の動き ・気温やほかの要因はあるものの、今月を含め直近２
か月においては、菓子、果物及び酒などのし好品の販
売数が前年同月を上回る状況が続いており、景気はや
や良くなっていると感じている。

乗用車販売店
（経営者）

販売量の動き ・小型車を中心に、受注が好調に推移している。

乗用車販売店
（経理担当）

販売量の動き ・10月の自動車販売量は前年同月比110％となり、当
該比が74％であった７月と比較すると上向きの状況に
ある。

自動車備品販売
店（従業員）

お客様の様子 ・来客数については前年同月と比べると依然として厳
しい状況にあるが、販促に対するレスポンスが良く
なっており、客単価の上昇につながり、また、スタッ
ドレスタイヤの動きも活発になってきている。全体と
しては３か月前の状況よりやや良くなっている。

住関連専門店
（店長）

お客様の様子 ・一過性の事象としてとらえているが、消費税率引上
げの駆け込み需要により、新築物件を中心とした需要
が増加している。

その他専門店
［ガソリンスタ
ンド］（経営
者）

販売量の動き ・燃料単価は仕入価格及び売上価格ともに上昇してい
るが、販売量が良くなってきている。

その他小売
［ショッピング
センター］（統
括）

来客数の動き ・来客数が前年同月比105～110％となっており、当該
数の伸びに堅調さを感じる。

一般レストラン
（スタッフ）

来客数の動き ・来客数が前年同月を上回り、順調に推移している。

スナック（経営
者）

来客数の動き ・客の業種により業況には格差があるが、当店につい
ては前年同月比を多少上回った状況である。

観光型旅館（経
営者）

来客数の動き ・10月に入り、地元のグループ客を始め、40人程度の
グループ客の来館が好調であり、また、宿泊客数につ
いては前年同月比約10％伸びている。

都市型ホテル
（スタッフ）

販売量の動き ・全体の売上は前年同月比微増している。中でも宿泊
部門及び宴会部門の売上が好調に推移しており、特に
宿泊部門においてはインバウンドを中心に前年同月比
２けた増となっている。

旅行代理店（従
業員）

お客様の様子 ・企業における出張件数が伸びており、また、手配先
も混雑しているケースが多く、人の動きが活発になっ
ている。

通信会社（職
員）

それ以外 ・地域全体のイベントなどにおいて、人や物の動きに
力強さが感じられることにより、消費意欲も刺激され
ていると感じている。

変わらない 商店街（代表
者）

来客数の動き ・急に気温が下がり、防寒衣料の動きに期待していた
が動きは鈍く、来客数についても前年同月を下回って
いる。なお、全体としては３か月前の状況とほとんど
変わらない。

商店街（代表
者）

単価の動き ・セールなどの集客力のあるイベントを開催した場合
においては、ある程度の人出はあるが、従来より客単
価が低下しているため、想定どおりの売上には至らな
いケースが多い。なお、全体としては３か月前の状況
とほとんど変わらない。

一般小売店［鮮
魚］（従業員）

販売量の動き ・売上については、都市部は前年同月比100％を超え
ておりやや回復の兆しがみられるが、他の地域につい
ては低迷状態にある。なお、全体としては３か月前の
状況とほとんど変わらない。

家計
動向
関連

(北陸)



百貨店（売場主
任）

お客様の様子 ・売場別に格差はあるが、セット販売が多少不調傾向
にある。なお、全体としてはほぼ計画通り推移してお
り、３か月前の状況とほとんど変わらない。

百貨店（営業担
当）

お客様の様子 ・婦人服の各ショップをみると、固定客をしっかり確
保している販売員が存在する売場以外においては予算
の達成ができない状態になっている。なお、全体とし
ては３か月前の状況とほとんど変わらない。

スーパー（店
長）

来客数の動き ・客の状況については、３か月前とあまり変化が無い
ように感じている。

スーパー（店
長）

単価の動き ・10月に入り台風の影響も重なり、野菜相場の高騰に
よる単価の上昇が多少みられるが、それ以外の商品の
動向については変化はみられていない。全体としては
３か月前の状況とほとんど変わらない。

スーパー（総務
担当）

来客数の動き ・来客数については、10月前半は気温が高かったこと
より前年同月を下回っていたが、10月中旬ごろより気
温が低くなったことに伴い増加した。なお、全体とし
ては３か月前の状況とほとんど変わらない。

スーパー（店舗
管理）

競争相手の様子 ・来客数、販売量及び単価の増減は企業間競争や仕掛
けの結果であり、他社の業況をみても景気が良いとは
判断できない。全体としては３か月前の状況とほとん
ど変わらない。

コンビニ（経営
者）

販売量の動き ・売上については、前年同月と比較すると極端に悪化
しており、３か月前の競合店出店に伴う落ち込み状況
が続いている。

コンビニ（店
長）

それ以外 ・売上については前年同月比が100.3％となり、直近
の１年間において初めて100％を上回り、ようやく下
げ止まったように感じている。しかし、当該伸び率は
１％にも満たない状況にあることより、３か月前の状
況とほとんど変わらないと考えている。

コンビニ（店舗
管理）

単価の動き ・高額商品においてヒット商品を生み出せたが、他の
商品の買物により調整されている模様であり、最終的
な客単価は変わらなかった。

衣料品専門店
（経営者）

お客様の様子 ・景気回復のニュースはよく聞くが、一般の衣料品販
売店の店頭においては消費税率引上げ前の駆け込み需
要も無く、売上の確保が難しい状況にある。なお、全
体としては３か月前の状況とほとんど変わらない。

衣料品専門店
（総括）

お客様の様子 ・広告を投入しても、単に値段が安いのみでは来店に
はつながらず、今の時期に必要な商品を考え、客が要
望する商品を手頃な価格で掲載しなければ来店には至
らない状況にあることより、客の目が厳しくなってい
ると感じている。なお、全体としては３か月前の状況
とほとんど変わらない。

家電量販店（店
長）

販売量の動き ・消費税率引上げが決定したが客に買物を急ぐ様子は
無く、３か月前の状況はほとんど変わらない。なお、
来年の３月までは駆け込み需要は見込めないと予想し
ている。

乗用車販売店
（役員）

販売量の動き ・エコカー補助金のあった前年９月と同等の販売台数
及び売上を確保しており、また、新型車効果が続いて
おり、収益状況も前年同月をかなり上回っている。な
お、全体としては３か月前の状況とほとんど変わら
ず、消費税率引上げを踏まえてこの状態はしばらく継
続するものと考えている。

その他専門店
［酒］（経営
者）

来客数の動き ・飛び入りの客が増加している気配はあるが、景気が
良くなっているとは思えない状態が続いている。

その他専門店
［医薬品］（総
務担当）

来客数の動き ・自動車を利用して来店する客が大多数であるため、
ガソリン価格の高止まりが来店頻度の低下につながっ
ている模様である。なお、食品の廉価販売により集客
を図っているが結果は出ていない。また、化粧品にお
いては、大手国内化粧品メーカー問題の影響により美
白系商品の売上が減少し、その余波が基礎化粧品にま
で波及している。全体としては３か月前の状況とほと
んど変わらない。

高級レストラン
（スタッフ）

販売量の動き ・これまで低迷状態にある法人接待需要においては、
過去10年で最高の業況にある大手建築業界からの利用
が増加しているが、売上全体の数字を押し上げるには
至っていない。なお、全体としては３か月前の状況と
ほとんど変わらない。



一般レストラン
（店長）

来客数の動き ・海外の観光客は多少戻りつつあるように感じるが、
国内の客はまだ回復の兆しはみえず、全体としては３
か月前の状況とほとんど変わらない。

観光型旅館（ス
タッフ）

来客数の動き ・総売上は前年同月比123％、宿泊単価は同102％、宿
泊人数は同121％となった。なお、宿泊人数のうち、
団体客については当該比129％、個人客は同113％と好
調であった。また、インバウンド客も好調に推移し
た。全体としては３か月前の状況とほとんど変わらな
い。

都市型ホテル
（スタッフ）

販売量の動き ・７月の後半から売上高が失速し、前年同月割れが８
～９月まで続いたが、10月はようやく４か月ぶりに前
年同月を上回った。宿泊部門は来客数が当該月より約
５％伸びたが単価はマイナスとなり、宴会部門は婚礼
が伸びた。一方、レストラン部門の売上は前年同月並
みとなった。なお、全体としては３か月前の状況とほ
とんど変わらない。しかし、実感としては、個人消費
は消費税率引上げに伴う駆け込み需要が増えるなか、
他の消費は抑えていると感じ、先行きは楽観視できな
い。

タクシー運転手 販売量の動き ・ビジネス客の利用はあるが、夜の繁華街への外出は
業態により差があり、全体としては３か月前の状況と
ほとんど変わらない。

通信会社（役
員）

販売量の動き ・下半期に入り、新たな施策を含めて契約獲得活動を
強化しているが、契約獲得数の前年同月比の伸び率は
取扱商品のなかでも格差があり、方向感は定まってい
ない。なお、全体としては３か月前の状況とほとんど
変わらない。

通信会社（営業
担当）

販売量の動き ・新規取扱メーカーのスマートフォンが発売となった
が、当店における取扱は月末からであったことによ
り、当該効果はまだ感じられていない。ただし、タブ
レット販売が好調であったため、新規の販売台数は安
定している。なお、全体としては３か月前の状況とほ
とんど変わらない。

通信会社（役
員）

お客様の様子 ・加入状況がここ数か月横ばいの状況が続いている。

テーマパーク
（職員）

来客数の動き ・来客数は前年同月比で横ばいの状況にある。具体的
には、国内の一般団体客は当初予約が好調であった
が、台風などの影響によりキャンセルがあり前年同月
並みとなっている。一方、インバウンド客は前年同月
と比較して好調に推移しているが、個人客については
前年同月と比較すると、動きが鈍い。なお、全体とし
てはほぼ前年同月並みの状況である。

競輪場（職員） 単価の動き ・３か月前と比べ、１日当たりの売上額はもとより客
１人当たりの購買額にも変化がみられない。

その他レジャー
施設（職員）

お客様の様子 ・大人の入会数が退会数を上回ったが、依然として会
員総数が伸びてこない状況にある。

住宅販売会社
（従業員）

来客数の動き ・９月の受注数については、現行の消費税率が適用さ
れる請負工事契約の締結時期の影響に伴う駆け込み需
要により、通常の約３倍となった。なお、10月以降に
おいては、新築の受注は急速に冷え込む傾向にある
が、リフォーム需要は依然好調に推移しており、全体
としては３か月前の状況とほとんど変わらない。

やや悪く
なっている

一般小売店［書
籍］（従業員）

販売量の動き ・今月を含め直近の数か月においては、来客数及び販
売点数ともに、前年同月より減少傾向にある。なお、
来客数については、特に夕方以降が伸びず、また、週
末についても厳しい状況にある。

百貨店（営業担
当）

お客様の様子 ・台風などの外的要因もあるが、客の様子をみると、
冬物商品やトレンド商品が動く時期にもかかわらず買
い控えがみられる。また、諸物価が高騰する状況にお
いては、し好品は優先順位が低く縮小ムードになって
いる。

百貨店（営業担
当）

来客数の動き ・前月との比較では多少改善しているが、台風の影響
や天候不順により来客数については前年同月割れと
なっており、また、購買率の低迷により厳しい状況に
ある。

百貨店（一般顧
客訪問担当）

販売量の動き ・天候要因もあり、商品の動きが悪くなっている。



コンビニ（経営
者）

販売量の動き ・３か月前と比較すると回復している品目もあるが、
目的買いの客が多く売上の増加の気配はみられない。
また、来客数及び客単価ともに低下している。

衣料品専門店
（経営者）

お客様の様子 ・朝晩冷え込むようになり、客は秋冬物商材に興味を
持っているようであるが、生活費が上昇している現状
においては購買には結び付いていない。全体としては
３か月前よりやや悪くなっていると認識している。

衣料品専門店
（経営者）

来客数の動き ・今月については、17日までは従来どおりの販売量で
あったが、18日以降は非常に悪い動きが続いている。
なお、オーダースーツの販売を始めてから36年になる
が、このような経験はこれまでに無く、当該要因も全
く見当たらない。全体としては３か月前の状況よりや
や悪くなっている。

乗用車販売店
（従業員）

販売量の動き ・中古車販売に関しては目標台数をクリアしている
が、新車販売及びサービスの売上については引き続き
悪化傾向が続いている。なお、全体としては３か月前
よりやや悪くなっている。

通信会社（店舗
統括）

お客様の様子 ・現金キャッシュバックのイベントを行っても、以前
より客の反応が悪くなってきている。

美容室（経営
者）

来客数の動き ・今年に入り美容業界全体の売上状況が悪化してい
る。来客数についても毎月前年同月割れが続いている
が、当該要因が見当たらない。

住宅販売会社
（従業員）

販売量の動き ・消費税率引上げに伴う駆け込み需要がほぼ終了し、
一服感がある。具体的には、リフォーム需要はあるも
のの、新築に関しては完全に半減状態となった。な
お、全体としては３か月前よりやや悪くなっていると
認識している。

住宅販売会社
（従業員）

お客様の様子 ・10月以降の工事請負契約については消費税率が８％
を適用されることもあり、客の動きが鈍くなったと感
じている。

悪く
なっている

スーパー（統
括）

お客様の様子 ・消費税率引上げが決定した10月初旬より、来客数に
変化は無いが、買上数量や買物方法が全体の売上を減
少させる方向に向かっているように感じている。

タクシー運転手 来客数の動き ・今月は週末の台風などにより天候が悪く、人出が少
なかった。また、消費税率引上げ決定の影響に伴い、
夜の繁華街においても人出は同様であることにより厳
しい状況にある。

良く
なっている

－ － －

やや良く
なっている

繊維工業（経営
者）

受注量や販売量
の動き

・まだまだ勢いは弱いが、輸出関係を中心に受注面で
は前年同月を多少上回ってきている。

繊維工業（経営
者）

受注量や販売量
の動き

・３か月前と比較すると、用途別の受注状況が変化し
ていることもあり、全体の当該状況はやや良くなって
いる。

プラスチック製
品製造業（企画
担当）

受注量や販売量
の動き

・消費税率引上げの影響に伴い、受注量がかなり増加
している。

一般機械器具製
造業（総務担
当）

受注量や販売量
の動き

・欧米からの受注量が増えており、また、国内におけ
る受注量も増加傾向にある。

建設業（経営
者）

競争相手の様子 ・各社とも、人手不足や資材不足により、工期に追わ
れる多忙な日々であることより、３か月前の状況より
やや良くなっている。

建設業（総務担
当）

受注価格や販売
価格の動き

・工事量の増加により受注時における過度な価格競争
が緩和され、受注時の処理費が改善傾向にある。

輸送業（配車担
当）

受注量や販売量
の動き

・前月に引き続き、住宅関連の物量が来年の消費税率
引上げの影響により、荷動きが活発な状態が継続して
いる。なお、全体としては３か月前の状況よりやや良
くなっている。

金融業（融資担
当）

取引先の様子 ・取引先によっては売上や利益で苦戦している先も多
いが、各種指標が上向き加減にあり期待感は感じられ
る。全体としては３か月前の状況よりやや良くなって
いる。

金融業（融資担
当）

取引先の様子 ・飲食チェーンを展開している企業の損益が好転して
いる模様であり、当該要因は多少ではあるが個人消費
の増加に伴うものであると感じている。

司法書士 取引先の様子 ・前月より更に分譲マンションの売行きが良く、新規
の住宅建築の動きも多い。全体としては３か月前の状
況よりやや良くなっている。

企業
動向
関連

(北陸)



変わらない 食料品製造業
（役員）

受注量や販売量
の動き

・商品の販売単価をみると安価な商品群が上昇し高付
加価値品が低下しており、全体的には売上が増加して
いるものの売上総利益額が伸びず、収益が上がらない
状況にある。夏以降当該状況が続いており、収益性の
改善には商品群のリニューアルの必要な時期が到来し
ている。なお、全体としては３か月前の状況とほとん
ど変わらない。

化学工業（総務
担当）

受注量や販売量
の動き

・当社の受注及び売上の推移は、横ばい状況である。

精密機械器具製
造業（経営者）

受注量や販売量
の動き

・開発関係は非常に多忙であるが、量産品の生産量に
ついては直近の数か月間、同等のレベルで推移してい
る。なお、全体としては３か月前の状況とほとんど変
わらない。

税理士（所長） 受注価格や販売
価格の動き

・住宅関係は、消費税率引上げ前の駆け込み需要によ
り、現状においては受注が伸びているが、今後の状況
については心配している。また、建設工事については
受注及び発注ともに多いが、円安による建設資材の値
上がりや建設業者数の減少などにより、工事が進捗し
ない状況が続いている。なお、全体としては３か月前
の状況とほとんど変わらない。

やや悪く
なっている

不動産業（経営
者）

受注量や販売量
の動き

・仕事が無いという業者も増加しており、３か月前と
比較すると受注や販売の動きが鈍っている状況にあ
る。

悪く
なっている

－ － －

良く
なっている

－ － －

やや良く
なっている

求人情報誌製作
会社（編集者）

求人数の動き ・掲載件数が多少増加している。

新聞社［求人広
告］（担当者）

求人数の動き ・大手自動車メーカーを始めとした製造業の期間工な
どの求人が前月から堅調であることに加えて、10月は
短期の求人が増加し、また、求人単価も上昇してい
る。

職業安定所（職
員）

求人数の動き ・新規求人数の伸びは順調であり、また、回復が遅れ
ていた正社員の求人についても多少ではあるが増加し
てきている。

職業安定所（職
員）

求人数の動き ・新規求人数は増加傾向にあり、製造業においても前
年同月比13.8％増加した。

職業安定所（職
員）

求人数の動き ・一部の産業においては求人数が一時的に微減してい
るが、全体的には求人数が安定しており、３か月前の
状況よりやや良くなっている。

民間職業紹介機
関（経営者）

求人数の動き ・今年上期と前年同期を比較すると派遣求人数は18％
伸びているが、ミスマッチが多く成約数は横ばい状況
にある。なお、今月の状況については３か月前よりや
や良くなっている。

変わらない 人材派遣会社
（役員）

求人数の動き ・最近は派遣社員の交代要員に伴う需要であり、発生
件数は増加しているが、専門職の経験やスキルを問わ
れるため、人材の手当てが難しい状況にある。ただ
し、全体としては３か月前の状況とほとんど変わって
いない。なお、正社員の増員より派遣社員や契約社員
の利用が根強い企業は減少していないため、今後景気
が良くなれば人材派遣業界においても同様の傾向が期
待ができる。

人材派遣会社
（社員）

求職者数の動き ・年末年始に向けて、短期や単発の仕事の求人募集広
告を出しても応募者が少なく、良い結果につながらな
いことが少なくはない。なお、全体としては３か月前
の状況とほとんど変わらない。

学校［大学］
（就職担当）

求人数の動き ・求人数については、前年同月より多少増加している
が、全体としては３か月前の状況とほとんど変わらな
い。

やや悪く
なっている

新聞社［求人広
告］（担当者）

求人数の動き ・10月の求人広告の売上は、前年同月比75％であっ
た。

悪く
なっている

－ － －

雇用
関連

(北陸)


